「日の丸・君が代」強制反対　　　　コクコクの会　活動年譜　       2008/6/5現在
	「コクコクの会」の取り組み　等
	都教委や司法当局、その他の動き　等

	　　２００３ (h15) 年　

	
	10月23日
	都教委、「10.23通達」発出

	　　２００４ (h16) 年　

	
	1/30 予防訴訟、第一次提訴

3/30,4/6,5/24 都教委、「不起立等」発表

　　　　　　　　　　　（今春卒入式、315名）

　　　
11/30 神奈川県も「日の君」指導徹底通知
12/16 町田市、国歌斉唱「声量」指導通知

	12月1日

	第一次告訴告発（全六次）

石原都知事らの「日の君」強制を「公務員職権濫用、脅迫、強要」罪で東京地検に刑事告訴告発。　

「日の丸・君が代」強制事件として受理される。
	

	12月20日
	第二次告訴告発          
	

	　２００５ (h17) 年　

	2月18日
	第三次告訴告発
	3/11 石原都知事、都議会予算委で生徒への「日の君」強制正当化発言

3/30,5/26 都教委、「不起立等」発表
　　　　　　　　　　（今春卒入式、63名）

4/5 都議会自民党、「国歌斉唱」強制を扱ったNHK番組(3/28放映)に遺憾表明

9/30小泉首相「靖国参拝」、大阪高裁で違憲判決（10/12確定）

　　（小泉首相の靖国参拝は憲法の禁じる宗教的活動にあたると判示）
12/1 都教委、「再発防止研修」(7/21)に関わる処分発表（被処分者11名）
12/8 中村都教育長、「君が代」斉唱強化を都議会で言明。教員の生徒指導内容も懲戒対象に

	2/20 「許さんぞ石原！、告告集会」開催
刑事処罰追求の意義　　（京橋プラザ）
3/1 外国特派員協会で記者会見
	

	4月22日
	第四次告訴告発
	

	　　4/22 「第四次告訴告発集会」開催

（京橋プラザ）
※ 4/22現在、当会で本件に関わる告訴人は21名、告発人は399名、告訴人代理人弁護士は133名、賛同人は4322名計4875名。その他、賛同団体13。
（後日、最終的には5000名超）
11/8 最高検・松尾検事総長らへ捜査促進要望の「申入書」送付

11/中旬 東京地検、本件告訴人9名から事情聴取。しかし、調書作成せず

（後日、都教委の横山や近藤らからも事情聴取していたことが判明）
11/23 「石原らを告告一周年集会」開催
　　　　　　　　　（ちよだPSプラザ）
	

	12月9日
	第五次告訴告発
	

	12/9 告訴告発人の内136名、東京地検に「上申書」「意見書」等提出
	

	12月26日
	第六次告訴告発
	

	
	12月28日
	東京地検、本件石原、横山、近藤らを「不起訴」処分（罪とならず）

	　　２００６ (h18) 年　

	1月5日
	東京地裁へ本件「付審判請求」申し立て（申立人388、弁護士138）
	3/13都教委、「3.13通達」発出。児童生徒への「日の君」指導徹底も教師の職務に
3/30,5/25,5/26 都教委、「不起立等」発表

（今春卒入式、38名）
4/13都教委、「4.13通知」発出。職員会等での挙手や採決禁止明文化
5/16 小泉首相、「学指に基づく愛国心指導は教員の職務」と国会発言

5/30 東京地裁、都立板橋高（卒業式妨害）事件（’04/3）藤田氏に罰金判決

6/13 「（君が代）不起立は、はらわたが煮えくりかえる」と戸田市教育長が市議会答弁。不起立来賓等の氏名人数調査方針


	2月17日
	東京第二検察審査会へ本件「審査」申し立て（第一次）
	

	2/19 「不起訴弾劾、付審判実現！、ガンバロウ集会」開催　　（文京区民センター）

4/3 第一回「学習指導要領学習会」
（弁護士会館）

4/17 東京地裁へ、付審判請求「理由補充書」「署名3572筆」等提出

5/28 第二回「学習指導要領学習会」

（古市場文化センター）

6/8東京地裁へ、付審判請求の追加「理由補充書」「意見書」「署名簿」等提出

6/30 第二検察審査会へ、「理由補充書」「上申書」「陳述書」「意見書」「証拠書類」等提出

	

	
	8月1日
	東京地裁、本件付審判請求を「棄却」

決定

	9月20日
	東京高裁へ、本件付審判請求の「抗告」申し立て（申立人383、弁護士139）
	9/21東京地裁(難波)判決、「予防訴訟」で原告勝訴。「10.23通達」、「職務命令」等は違憲違法（憲法19条、教基法10条）
9/26安部晋三内閣発足

	　　10/1 「9条フェスタ2006」に「石原らを裁け」を出展参加　　（大井町、きゅりあん）　　
10/25 第二検察審査会の「議決」への「照会書」（解明要求）を送達
	

	
	10月4日
	第二検察審査会（第一次）、本件石原ら「不起訴相当」議決

	
	10/23北海道人事委、卒式「君が代」演奏妨害での「処分取消」決定。

（教職員との合意無き校長権限行使に瑕疵あり。個人思想の侵害は懲戒権の逸脱。生徒意見表明なき「君が代」演奏は「児童権利条約」違反と指摘）　

	10月31日
	東京第一検察審査会へ本件「審査」申し立て（第二次）
	

	10/31東京高裁への「抗告」に理由補充書、上申書,証拠書類,署名等追加書面提出
11/17第一検察審査会へ「審査」申立理由書211通や証拠説明書等追加書面4種提出。
東京高裁への「抗告」に関し理由補充書、学者有識者19名の意見書等証拠書類の追加書面2種提出
	

	
	12月14日
	第一検察審査会（第二次）、本件石原ら「不起訴相当」議決

	
	12/15改悪・教育基本法成立（12/22公布）

愛国心教育、行政支配、家庭に一義責任

	　２００７ (h19) 年　

	1月16日
	東京第二検察審査会へ本件「審査」申し立て（第三次）
	2/9 「日の君」強制、「不起立等」懲戒処分撤回を求め173人が東京地裁に提訴

2/21日弁連、「日の君」強制の「10.23通達」は違憲として都教委に警告

	2/15「石原都知事を裁け！」
告訴告発ブックレット出版

2/18「日の君強制反対、ガンバロウ集会」開催　（南青山会館）
	

	
	2月23日
	東京高裁、本件付審判請求の「抗告棄却」決定 

	
	2/27最高裁、「君が代」ピアノ伴奏拒否訴訟「上告棄却」判決
3/30,5/24 都教委、「不起立等」発表

（今春卒入式、42名）

4/8石原慎太郎、都知事に三選

	3月5日
	最高裁へ、本件付審判請求の「特別抗告」申し立て
	

	※「特別抗告」抗告人:（弁護士76、教員市民等297、代理人弁護士139）
3/26 最高裁へ、「特別抗告、申立理由補充書」を提出

7/15 「石原を許すな！、告告3年・新たなたたかい集会」開催　　　（南青山会館）

　　（「日の君」強制における教員処遇を国際基準（教員の地位勧告）で裁く等、新たな闘いの方針確立）
9/29 「9条フェスタ2007」に「日の君強制者を許すな！」を出展参加

（大井町、きゅりあん）
	

	
	4月11日
	第二検察審査会（第三次）、本件石原ら「不起訴相当」議決

	
	4月23日
	最高裁、本件付審判請求の「特別抗告棄却」決定。（刑訴法433条の抗告理由に当たらない）

	
	5/14憲法改定手続き、国民投票法成立　　
6/20東京地裁、「君が代」強制解雇裁判（再雇用取消）、解雇撤回請求「棄却」判決
7/29参院選で民主党等の野党が過半数獲得、自公与党惨敗、衆参ねじれ国会スタート
7/30米国下院、「慰安婦決議」採択、日本首相に謝罪要求
9/25福田康夫内閣発足
11/1テロ特措法（イラク）、期限切れ失効

	　２００８ (h20) 年　

	
	1/11 新テロ特措法（補給支援特別措置法）、自公与党の衆院2/3再議決で成立

1/17神奈川県個人情報保護審査会、審議会(‘07/10/24、‘08/1/17)において、「日の君」不起立教員氏名情報の収集不可答申

　（外部的行為（不起立）と思想信条（内心）は切り離せず、憲法19条に深く関わる）
2/4 神奈川県教委は、同県個人情報保護審査会・審議会の「答申」に従わず不起立教員の氏名情報収集継続を決定。

（思想信条に従っての不起立行為は学校運営に大きな支障がある。不起立理由を聞いていないので思想信条調査には当たらない）

　　2/7 「(日の君)不起立」嘱託不採用撤回裁判で「再雇用拒否は違法」判決（東京地裁）

	2月6日
	東京の教育政策（「日の君」強制）をILO/UNESCO「教員の地位勧告」違反でCEARTへ要請文書送達
	

	2/9「日の君・強制反対、ガンバロウ集会」開催　　　　　　　　　（港区勤福会館）
4/21～28 全教問題で、CEART実情調査団が来日し、文科省や全教等へ聞き取り調査、今秋のILO理事会へ「報告」予定
5/29 「日の君」強制での被処分者累計410 名（都教委発表）
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